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滋賀県教育委員会では活力のある県民社会、生きがいのある生活を築くための一

つとして、文化環境づくりにとりくんでいます。そうした中で文化財の保存と活用

を図る施策のうち、開発に伴う埋蔵文化財の保護も重要な課題となっております。

先人の遺してくれた文化財は、現代を生きる我々のみならず子々孫々に至る貴重

な宝でもあります。このような大切な文化遺産を破壊することなく、後世に引き継

いでいくためには、広く県民の方々の文化財に対する深いご理解とご協力を得なけ

ればなりません。

ここに県道下豊浦鷹飼線道路改良工事に伴う事前発掘調査の成果を取りまとめま

したので、ご高覧のうえ今後の埋蔵文化財保護のご理解に役だてていただければ幸

いです。

最後に、発掘調査の円滑な実施にご理解とご協力を頂きました、地元の方々並び

に関係機関に対して厚く感謝の意を表します。

昭和63年 3月

滋賀県教育委員会

教育長  飯 田 志農夫
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1.は じめ に

県道下豊浦鷹飼線は、大津市と彦根市を結ぶ主要ルー トである国道 8号線および

主要地方道大津能登川長浜線の近江八幡市内における問道にあたり、その交通量は

多い。また調査対象となる金岡J寺町区間は、県立近江入幡工業高校、市立金田小学

校、同幼稚園の通学路であり、交通安全上道路拡幅および歩道設置が急務となって

いる。本調査は、昭和60年度から継続して行なわれている第 3次調査にあたり、昭

和61年度調査地の西側延長部分にあたる。

2.位 置 と歴 史

金剛寺遺跡は近江入幡市金岡J寺町地先に所在し、蛇砂川等によって形成された標

高約91～ 93mの沖積地に立地する。当遺跡は、これまでに 6回にわたる発掘調査が

実施されている。それぞれの調査結果は、後述するが、いずれも調査範囲に制約が

あり、遺跡の全容を伺い得るには困難である。

当遺跡の周辺における遺跡の分布は、ほぼ現在の集落と重複する状況にある。現

在のところ組文時代まで遡る資料は、長命寺湖底遺跡を始めとする湖岸沿いに集中

しており、内陸部での集落跡等は判然としない。弥生時代にはいると鷹飼遺跡や森

ノ前遺跡等に集落跡が認められ、特に弥生時代後期から古墳時代初頭にかけては、

定着化の傾向がみられ、方形周濤墓等の墓域と竪穴住居を中心 とした集落が市内の

北方と南方に分かれて存在する。すなわち北方には、高木遺跡、浅小井遺跡といっ

た墓域が確認されており、南方には、千僧供遺跡群が形成される。この傾向は、古

墳時代後期まで続き、高木遺跡や七ツ塚古墳、長塚古墳群の集団と、供養塚古墳、

住蓮坊古墳を始めとする集団に分かれる。

7世紀後半にはいると、国郡里制の下、近江国蒲生郡の行政組織下にはいる。霊

亀元年 (715)の 里から郷への改称後、「和名抄」に見る篠笥郷、篠田郷が設置される。

現在の千僧供町から西庄、杉森町、金剛寺町、上田町を含む地域が想定されている

が明確な位置等は把握されていない。

平安時代には、県内各所に荘園が形成され、「近江興地志略」には金田荘なる荘園

名が見られる。史料中、明確に知見し得る周辺荘園名は延暦寺領佐ケ木庄、市庄、

西庄、馬渉1庄等がある。鎌倉時代から室町時代にかけては佐々木氏の配下にあり、
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ここ金岡J寺城を始め久郷氏館、九里氏館、谷氏館 といった土豪が要所に館を設け土

地支配形態の強化を計 り、浅小井城、岡山城、長田城、長光寺城、西宿城、といっ

た城館が形成される。

当遺跡の東方に隣接する金岡J寺城は、佐々木六角氏の二代頼綱が晩年に設けた金

田別館がその前身とされ、文和六年 (1346)に は、金岡J寺が佐々木六角氏五代氏頼

の手によって館周辺に建立されたとあるが、その所在地は未だ不明である。このよ

うな強固な佐々木氏の土地支配も織田信長の国家統一の強大な力の前に崩壊 し、信

長勢力に吸収されていく。

3.調 査 経 過

調査地は非常に幅が狭 く、両側は観道 と排水路、ほ場整備完了後の水田であるた

め、排上を順送 りにすることができず、20m～ 30m前後の トレンチを設け、順に機

械力による表土除去、人力による遺構精査、遺構の掘 り込み、写真撮影、実測を行

い、埋め戻したあと反転して排土下の トレンチを同様に調査した。

トレンチは 4箇所であるが、 3ト レンチは他の地区より標高で lm下が り、表土

下で全域にわたリスクモ層の堆積を認めた。遺物 。遺構 ともに遺存しなかったため

試掘にとどめた。第4ト レンチは、現道と接しており、幅、長さとも排土を置 く余

裕がないため試掘を行い遺物、遺構の確認をした。

4.調 査 の 結 果

a.層 位

ほ場整備事業で、遺構面上まで削平されており、遺物包含層は遺存しない。遺構

面は、第 1ト レンチが黄褐色上で、第 2ト レンチが東半分が黄白色粘質土、西半分

が礫混じりの茶褐色砂礫上、第 3ト レンチが茶褐色砂礫土及びスクモ層、第4ト レ

ンチが黄褐色粘質土である。遺構内埋土は、黒色土及び黒褐色上である。遺構検出

面は平均標高約92.3mの平坦地をなす。

b。 遺 構

(1)1ト レンチ

検出した遺構は、柱穴と土坑 5基、掘立柱建物 2棟である。
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イ.土坑

いずれ も不定形の掘形で舟底形になる深さ20～ 30Cmの 浅いものである。遺物は S

K02で 土師質の緑釉陶器片が 1点、 SK05で 土師器皿、土師質羽釜の破片が数

点出土 した。埋土は、 SK01～ 04が黒色粘質上、 SK05が 上層 5 cm程が灰茶

色粘性砂質土、下層が黒褐色粘性砂質上である。

口.掘立柱建物

SB01 1間 以上 × 1問以上の規模 とみ られ、南東隅の一角のみの検出に とど

まった。柱穴は径20cmの 円形の掘形で、柱間距離は、南北が2.lm、 東西が1.8mを

測る。

SB02 2間 × 1間以上の規模で、北西に棟方向をとる。柱穴は径20～ 30Cmの

円形の掘形で柱間距離は、桁行が2.3m、 梁間が1.8mを 沢1る 。

SB01・ 02と も建物の方位はN-30度 前後一Eである。

(2)2ト レンチ

検出した遺構は、濤 2条、棚列 1基、井戸 3基、掘立柱建物 1棟である。

イ.濤

SD01 幅0.7～ 10m、 深さ20cm前後 を測 り、N-82度 ―W前後の方位に振る

一直線に流れる東西濤である。埋土は、黒色粘質土で、底に砂が薄 く堆積する。埋

土底 より須恵質の杯、蓋 (第 4図一④、⑤ )が出土 した。

SD02 トレンチを直角に横断する幅約 4m、 深さ約 lmの濤で、N-30度 ―

w―の方位に流れる。埋土は、レンズ状の堆積が何層も見られ、長期間濤の機能を

成していたことがわかった。土層は砂礫層、暗灰色粘質砂層、木葉、流木を含む茶

褐色粘性砂質土層の堆積が四期程見られる。最上層は、黄茶褐色砂礫土層で人為的

に埋められている。遺物は、木葉、流木を含む茶褐色粘性砂質土層に若千認められ

るのみである。

口、柵

SA01 N-60度 ―E前後の方位を取る東西方向のt41で、柱穴 9基を検出した。

第 1ト レンチの西端にあるP-1は 延長上にあり関連するものとみられる。1411は一

時改築されたとみられ、P-4、 P-5の 柱穴とP-6、 P-7の 柱穴がある。P一

3と P-6、 P-4の 間は柱穴がなく、入口の可能性がある。P-1よ り東には柱

穴がなく、これが東隅と考えられる。西側は排水濤で削平されているが、さらに西
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へ延びると考えられる。柱穴は短径08～ 1.Om、 長径1.0～ 1.5mの 隋円形の掘形で、

深さ15～ 20Cmが遺存 していた。埋土は黒色粘質上のみで、遺物等は包含 していなか

った。柱間距離は、P-2～ P-3が 3.5m、 P-3～ P-4が 10.5m、 P-3～ P

-6が 9.5m、 P-4～ P-5が 5m、 P-6～ P-7が 3.5mで、規格陛には欠ける。

ハ.井戸

SE01 2ト レンチ東端にあ り、 SA01の P-2の 柱穴を切 る。径約 lm、

深さ約 lmを測る円形の掘形で、井戸枠等は遺存 していなかった。埋土は、上層が

茶褐色粘性砂質土、暗灰色粘質土、暗灰色砂礫土、黒灰色粘上で、第 4層 よりひょ

うたん製徳利が 1個体出土した。時期は不明であるが、14世紀代の上師器皿の破片

が出上しており、概ねこの時期を上限とする時期に廃絶したものとみられる。

SE02 2ト レンチのSD01と SB03に 隣接する井戸で、P-9を 切る。

径約1.5m、 深さ約 lmを測る円形の掘形で、井戸枠等は遺存していなかった。埋土

は、SE01と 同様で、14世紀代の土師器皿、羽釜の破片が出上しており、SE01

と同時期頃のものとみられる。

SE03 SD02の 東に隣接しており、一辺1.5m× 2.5mの長方形を呈する掘

形である。掘形は井戸枠を抜き取った際のものとみられる。埋土は、黒色粘質土、

暗灰色粘質上の順で、深さは約 lmを測る。底より節を抜いた九竹の残片約15Cm程

が中央部にささった状態で遺存していた。出土遺物はなかった。

C。 遺 物

遺構内より出土したものは極めて少なく、SD01よ り須恵質土器 2点、SE01

でひょうたん製の徳利が 1′ヽ出土した以外は、破片もしくは、trha乱土層中で遺構の

時期を比定するものはなかった。

1は 、 1ト レンチの攪乱土層中より出土したもので、日径 7 Cm、 器高1.4Cmを 測る

土師器皿で、全体的に厚い作 りで、外上方に直線的に延びる日縁部である。調整は

底部外面が指おさえで、他はヨコナデである。胎土はやや砂っぽい粘土であるが砂

粒は認められない。色調は淡責橙色である。

2、 3は 、 2ト レンチの遺構面上出上のものである。 2は 、口径8.2cmの土師器皿

で、外上方に直線的に延びる日縁部を呈し、口縁端部内面にてやや内弯させ上方に

つまみ出すものである。胎土は精良で淡灰茶色を呈する。 3は、緑釉陶器の皿で、

全面に暗緑色の釉が施されている。口縁部はやや内弯ぎみに外上方に延びたあと、
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トレンチ位置図
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口縁端部にて若千外反させ端部 を丸 く収

めるものである。口径は11.5Cmを 測る。

胎土は暗灰色のやや砂粒 を含む ものであ

る。

4、 5は SD01出 土の須恵質土器で

4は 、口径■ .9Cm、 器高3.lCmを 測る蓋で

ある。天丼部外面は、ほぼ水平で、日縁

部にかけ内弯ぎみに外下方に延び、日縁

部にてやや外反 したあと口縁端部 を下方

に屈曲させて、端部 を丸 く収める。天丼

部外面はヘ ラ切 り未調整であるが、他は

回転ナデである。胎土はやや砂粒 を含む c

色は暗青灰色 を呈する。 5は 、やや弯曲

する底部で、回縁部は外上方に直線的に  牲す__す _…星___十 ~―却
m

延び、日縁端部にて若干外反 したあと端 第 4図 出土土器実測図

部を九 く収める。調整は底部外面が指ナデ、他は回転ナデである。胎土はやや砂粒

の多い粘土で自色砂粒、黒色粒を認める。色は灰色を呈する。

他に瀬戸系陶磁器、信楽焼招鉢、土師器羽釜等の破片が出上している。

ひょうたん製徳利は、SE01の 底より出上したが、土圧により破片となってい

たが、ほIF l個体に復元できるものである。器高15～ 20cmぐ らいのもので、底都外

面に漆が塗られていた痕がある。底部はせん孔されている。

遺物のうち 1は およそ12～ 13世紀前半代、 2は室町時代中期～後期、 3は平安時

代中期 4、 5は 平安時代中期頃と考えられる。特に 4は東播系の須恵器に近い胎土

で、 5は灰釉陶器に近い東濃系の山茶碗に近い胎上である。

5。 小   結

ここでは、本調査による成果と周辺の既調査の成果を合せて金剛寺遺跡の集落景

観の再考 を試みたい。

-7-



(a)周 辺の既調査成果

昭和58年度 (第 5図 )

本調査区の北西および北方向に隣接する県営かんがい排水事業に伴う発掘調査で、

8棟の掘立柱建物が検出されている。建物の方位は、概ねN-25～ 27度 ―Wの方位

に規制されており、大略 3期にわたって同一箇所で建て替えを行っている。 I期―

SB01(東 面廂 3間 ×3間 )。 SB02(2間 X3間 )、 H期一SB03(南 面廂 3

間×3間 )。 SB04(2間 ×5間 )。 SB05(2問 × 5間 )、 Ⅲ期一SB06(2間 ×

5間 )・ SB07(2間 ×3間 )SB08(2間 ×2間 )・ 時期は、出土遺物の灰釉陶

器・黒色土器と富寿神宝の古銭等より9世紀末頃から10世紀後半にかけての存続年

代が与えられている。さらにこれより西500mの県道 (通称234号線 )沿いより、N一

60度 ―Eの方位をとる幅2.5m、 深さ0.4mの濠とみられる遺構の他、概例、井戸、

柱穴が検出されている。時期は、13～ 14世紀代の遺物の出土が認められ、佐々木六

角氏が14世紀初頭前後に設けた金田別館にはじまる金剛寺城跡の濠の一部ではない

かとみられ、前述の掘立柱建物群は、それ以前の荘官合的なものか、有力農民の屋

敷跡で金剛寺城 とは無関係なものとみなされたp

昭和59年度① (第 6図―①)

昭和58年度の調査地の掘立柱建物群を検出したラインの北側延長にあたり、建物

群より北西200型 の地点になる。遺構は、 3棟の掘立柱建物、土坑、濤等である。ま

た、今回の調査地より北西400mの地点では遺構が検出されなかったことより金剛寺

遺跡の北限にあたると想定している。 3棟の掘立柱建物はいずれもN-10度前後一

Wの方向を示している。また、N-60度前後一Eの方向をとる数条の溝が検出され

ている。遺構の時期は、建物等に直接伴うものからの出土がないため断定できない

が、関連遺構より、水口町春 日山の神古窯、峰道古窯で生産されたとみられる近江

産の緑釉陶器、折戸53号窯式の灰釉陶器の出上がみられ、 9世紀末頃～10世紀後半

代にかけての時期 と把えており、前年度検出の掘立柱建物群 と関連するものとして

Vヽ る。②

昭和59年度② (第 6図―②③③①③⑩)

本調査区の東側に広がる水田の県営ほ場整備事業に伴 う発掘調査で、掘立柱建物

4棟、井戸、土坑、濤等が検出された。掘立柱建物は、N-10度前後―Wの方向を

とるもの とN-42度―Eの方向をとる二時期の ものが確認されている。また濤は、
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第 6図 周辺既調査遺構図
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N-30度 ―W、 N-60度 ―Eの方向を示すものが検出されており蒲生郡統一条里地

割における条の方向との一致をみるものが確認されている。建物の時期は、同一方

向をとる建物周辺の滞から出土した須恵器より奈良時代前期 と把えている。
③

昭和60年度 (第 6図―⑤ )

本調査の県道拡幅の一次調査で(今回の調査地の東側200mに あたる。調査の結果、

条里制 との関連を伺い得るN-64～ 65度―Eの方向をとる並行する2条の濤を検出

している。また、両濤に先行する東西方向の濤を検出しており、条里施行前の古地

割に関連するものと推定している。
④

昭和61年度① (第 6図一④ )

昭和60年度の県道の調査地と今回の調査地の間で東側100mの間にあたる。調査の

結果棚、井戸、土坑、濤等を検出している。濤は一部を除きN-30度前後―Wの方

向をとり蒲生郡条里とほぼ一致している。また、棚はやや方向が異なり、条里地割

に規制されない家地の存在が想定されるとしている。時期は12～ 13世紀前半のもの

と把えている。
⑤

昭和61年度② (第 6図―① )

昭和61年度の県道の調査地の西端 と今回の調査地の東端より南へ直交する水路沿

いに敷設される県営かんがい排水事業に伴 う発掘調査で、県道よりで、東西方向の

濤 1条、県道より南300～ 400mの間で掘立柱建物、濤、土坑等を検出した。濤はN一

60度前後―Eの方向をとるもの 1条があり、14～ 15世紀前半の遺物が出上している。

掘立柱建物はN-60度前後―Eの方向をとるもの 3棟がある。土坑は二時期あり、

奈良時代中期のもの 4基、14世紀以降のもの 7基で、昭和59年度の隣接するトレン

チ (第 6図 一⑨)と の関連が伺い得る。
⑥

(b)遺構の在 り方と金剛寺遺跡の景観

金剛寺遺跡の調査で課題となっている問題′ミは 2′虫ある。 1つは、佐々木六角頁

の金田別館を始めとする金剛寺城に関連するものである。 2点めは、蒲生郡統一条

里施行の時期であり、当該地域の条里制の推移 と集落の景観を合せて解明する作業

である。

前者に関する遺構は、調査地が推定金剛寺城跡より東にかなり離れているため、

関連する遺構群は、ほとんど検出されていない。わずかに、昭和58年度の調査で郭

の周囲をめ ぐるとみられる濠の一画が検出されたにすぎない。しかし、これも幅2.5
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m、 深さ0.4mと 濠にしては極めて貧弱で、金岡J寺城に伴 うとは考えられない。むし

ろ北側に広がる柱穴、土坑、井戸等の施設に関連するもの とみ られるが、調査範囲

に制約があ り遺構の全容は不明である。

後者の蒲生郡統一条里に関する遺構は、断片的ではあるが、検出されつつある。

合せて統一条里以前の古地割に関 しても判明しつつある。遺構は概ね、 8世紀初頭

か ら9世紀、 9世紀末頃か ら10世紀後半、12世紀後半か ら13世紀代、14世紀か ら15

世紀代の四期に大別できる。 8世紀初頭か ら 9世紀代においてはN-10度前後一E

の方向に規制 される建物群および東西南北方向に画された溝が認め られる。第 6図

―①の掘立柱建物群、⑩の3棟の建物群が概当する。報告では①の建物は9世紀末

～10世紀に比定しているが、昭和58年度検出の掘立柱建物群とは方位が違うためこ

れよりさかのぼる時期にあるとみる。又、今回検出した東西方向に一直線に流れる

SD01は 、さらに東に延び、昭和61年度②で検出した北端の濤につながるもので

ある。また、第6図一⑦の東端で検出している東西濤が、SD01の延長上に位置

する。また、⑤の東端で検出した東西濤、③の中央部で検出した東西濤、⑩の中央

部で検出した南北濤等が概当する。今回の 2ト レンチSD01で は、井ケ谷78号窯

黒笹14号窯期併行
pに

相当する須恵質土器が出土しており、この時期に埋没したとみ

られ、 9世紀後半から10世紀代に土地支配形態の変革期があったとみられる。これ

らの濤が、いわゆる古地害1に 伴う条里となるかは、依然問題点がある。すなわち、

当該地周辺が蒲生野の付近にあたり、低湿地で濯漑が難しい地域であり、また、日

本紀略に見る「延暦十二年関十月成申朔遣参議左兵衛督兼造東大寺長官紀朝臣勝長

於近江國蒲生野造行宮云々」の記事
③
から8世紀末段階では未だ条里施行はなされて

いないとする説がある。

9世紀未から10世紀代には、昭和58年度検出の掘立柱建物群 1(第 5図 )がある。

建物はN-25～ 27度 ―Wの方位をとり、蒲生郡統一条里とはややずれがある。今回

検出の 2ト レンチSA01が 、この建物群の南限を画す柵かと考えられたが、SA

01の方位が、N-60度前後一Eの方位をとり建物群 とはずれがあり統一条里の方

位に近いものである。SA01は 14世紀代のSE01に 切 られており、これ以前の

ものとみられる。一例ではあるが、金岡J寺遺跡の南方約 l kmに ある蔵ノ町遺跡 (久

郷屋敷跡 )③でも10世紀前半代から14世紀初頭までの掘立柱建物群が検出されている

が、10世紀前半代の建物は、N-25度 ―Wの方位をとり12世紀代よりN-30度前後一
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Wの方位に統一される傾向を見せている。近江入幡での当該時期の遺構の数量が少

ないため確定できないが、統一条里施行の過渡期にあたるのではないかと考えられ

る。一般にH世紀は、律令体制による土地支配形態が崩壊し、所謂荘園土地支配形

態への変草期にあるとされ、「中世社会成立期 (11世紀～12世紀)の農村は想像を

絶するほど荒涼たる景観を呈していた」とする刻ヽ山靖憲氏の指摘 等に伺われる様に

全国的に「かたあらし」や「年荒」 といわれる耕作されていない休耕地が50%を 越

す という状況であった。とりわけ当地は低湿地 という環境からこの状況に最 も近い

状態ではなかったかと思われる。

12世紀代後半から13世紀に至っては、開発後 3年間は、地利を免除する他、開発

地の雑役を免除する等の特別徴税領域の特典が与えられること等より有力豪族が次

々に開発し、領田を増大させている。金剛寺周辺の統一条里もこの時期にはほぼ完

成しているとみられる。12世紀代は最 も安定しており、先述の久郷屋敷跡でも全盛

期を迎えている。以後、周辺は佐々木六角氏の配下になるが、当該地では、西南部

で若千の集落跡を見る以外は、ィ遺構は希薄である。線的な把握でしか判断はできな

いが、概ね、遺跡の東半は、水田等の耕作地域で、生活痕が見受けられる集落は西

半にかたよるとみられる。遺跡の範囲は、今回の調査地より北へ200m、 南へ300m、

東へ200m、 西へ200m以上の枠におさまるものとみられる。その中で、とりわけ第

5図にみられる掘立柱建物群は、緑釉、灰釉陶器といった一般庶民が手にする日常

雑器とは異なる土器を伴 うことより、一般農民とは異なる階層の居住地 とみるべき

である。今後、金剛寺遺跡の歴史的環境での位置づけを考える意味で留意すべ き点

ではないかと考える。

6.お わ りに     _

本調査および周辺既調査の成果から金岡J寺遺跡の景観について考察してみたが、

遺跡の全体からみると線的な規模でしかなく、事実全面積の一割にもみたない状況

である。

しかし、僅かな部分であるが、二、三の重要な資料が呈示され、これまでの線的

な調査の一つ一つを生かし得るものになったことは重要である。
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